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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 】
　 複 数 の ユ ー ザ の シ ス テ ム と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ た 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
処 理 要 求 パ ケ ッ ト 毎 に そ れ が ど の ユ ー ザ に 属 す る も の か を 識 別 す る ユ ー ザ 識 別 手 段 と 、 前
記 複 数 の ユ ー ザ の シ ス テ ム か ら の 処 理 要 求 パ ケ ッ ト に よ り 処 理 を 行 う た め の 相 互 に 接 続 さ
れ た 複 数 の 計 算 機 を 含 む 計 算 機 シ ス テ ム に お い て 、 各 ユ ー ザ に 異 な る 計 算 機 群 を 割 り 当 て
る 計 算 機 資 源 分 割 方 法 で あ っ て 、
　 各 ユ ー ザ 毎 に 、 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト が 該 ユ ー ザ に 属 す る こ と の 識 別 の た め に 、 送
信 元 ア ド レ ス 及 び 送 信 先 ア ド レ ス を 含 む 処 理 要 求 パ ケ ッ ト に 付 随 す る 複 数 の ア ド レ ス の い
ず れ を 用 い る か の 指 定 と 、 前 記 送 信 元 ア ド レ ス と 、 前 記 送 信 先 ア ド レ ス と を 入 力 さ せ 、 指
定 さ れ た ア ド レ ス と ユ ー ザ と の 対 応 を ユ ー ザ 識 別 表 に 設 定 す る 手 順 と 、
　 各 ユ ー ザ と 契 約 し た サ ー ビ ス レ ベ ル 条 件 を も と に 、 各 ユ ー ザ 前 記 複 数 の 計 算 機 を 分 割 し
て 割 り 当 て 、 各 ユ ー ザ に 対 応 す る 計 算 機 群 を 規 定 し た 計 算 機 割 当 て 定 義 表 を 作 成 す る 手 順
と 、 　
　 前 記 ユ ー ザ 識 別 表 を 参 照 し て 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト に 対 応 す る ユ ー ザ を 求 め 、 前 記
計 算 機 割 当 て 定 義 表 を 参 照 し て 求 め ら れ た ユ ー ザ に 割 り 当 て ら れ た 計 算 機 群 を 特 定 し 、 特
定 さ れ た 計 算 機 の 一 つ に 前 記 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト を 転 送 す る 手 順 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 計 算 機 資 源 分 割 方 法 。 　
　 【 】
　 上 記 計 算 機 シ ス テ ム は 、 上 記 複 数 の 計 算 機 に 対 し て 負 荷 を 分 散 す る 手 段 を さ ら に 含 み 、
上 記 計 算 機 割 当 て 定 義 表 は 該 負 荷 分 散 手 段 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 計 算
資 源 分 割 方 法 。
　 【 】
複 数 の ユ ー ザ の シ ス テ ム と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ た 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、 処
理 要 求 パ ケ ッ ト 毎 に そ れ が ど の ユ ー ザ に 属 す る も の か を 識 別 す る ユ ー ザ 識 別 手 段 と 、 そ れ
ぞ れ 個 別 の オ ペ レ － テ ィ ン グ シ ス テ ム に Ｃ Ｐ Ｕ 時 分 割 使 用 の 比 率 と 専 用 の 計 算 機 資 源 を 割
り 当 て て 複 数 の Ｌ Ｐ Ａ Ｒ を 形 成 す る Ｌ Ｐ Ａ Ｒ 制 御 手 段 を 備 え た 計 算 機 と を 含 む 計 算 機 シ ス
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テ ム に お い て 、 各 ユ ー ザ に 異 な る 論 理 区 分 を 割 り 当 て る 計 算 機 資 源 分 割 方 法 で あ っ て 、
　 各 ユ ー ザ 毎 に 、 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト が 該 ユ ー ザ に 属 す る こ と の 識 別 の た め に 、 送
信 元 ア ド レ ス 及 び 送 信 先 ア ド レ ス を 含 む 処 理 要 求 パ ケ ッ ト に 付 随 す る 複 数 の ア ド レ ス の い
ず れ を 用 い る か の 指 定 と 、 前 記 送 信 元 ア ド レ ス と 、 前 記 送 信 先 ア ド レ ス と を 入 力 さ せ 、 指
定 さ れ た ア ド レ ス と ユ ー ザ と の 対 応 を ユ ー ザ 識 別 表 に 設 定 す る 手 順 と 、
　 各 ユ ー ザ と 契 約 し た サ ー ビ ス レ ベ ル 条 件 を も と に 、 各 ユ ー ザ に 割 り 当 て る Ｌ Ｐ Ａ Ｒ の Ｃ
Ｐ Ｕ 時 分 割 使 用 の 比 率 を 設 定 し 、 前 記 入 力 さ れ た 受 信 ア ド レ ス を ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ 欄
に 設 定 し た Ｌ Ｐ Ａ Ｒ 割 当 て 管 理 表 を 前 記 Ｌ Ｐ Ａ Ｒ 制 御 手 段 に 生 成 す る 手 順 と を 有 し 、
　 前 記 ユ ー ザ 識 別 表 を 参 照 し て 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト か ら 対 応 す る ユ ー ザ を 求 め 、 前
記 Ｌ Ｐ Ａ Ｒ 割 当 て 管 理 表 の 該 ユ ー ザ に 割 り 当 て ら れ た ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ 欄 に 記 録 さ れ
た ア ド レ ス に 前 記 受 信 し た 処 理 要 求 パ ケ ッ ト を 転 送 す る 手 順 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 計
算 機 資 源 分 割 方 法 。
　 【 】
　 複 数 の ユ ー ザ の シ ス テ ム と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ た 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 複 数 の ユ ー ザ の シ ス テ ム か ら の 処 理 要 求 パ ケ ッ ト に よ り 処 理 を 行 う た め の 相 互 に 接 続
さ れ た 複 数 の 計 算 機 を 含 む 計 算 機 シ ス テ ム に お い て 、 各 ユ ー ザ に 異 な る 計 算 機 群 を 割 り 当
て る 計 算 機 資 源 分 割 方 法 で あ っ て 、
　 各 ユ ー ザ 毎 に 、 使 用 す る 計 算 機 数 の 上 限 値 、 及 び 下 限 値 、 割 り 当 て ら れ た 計 算 機 群 の 負
荷 の 閾 値 を 含 む サ ー ビ ス レ ベ ル 条 件 を 入 力 さ せ る 、
　 上 記 サ ー ビ ス レ ベ ル 条 件 の 範 囲 内 で 各 ユ ー ザ へ の 計 算 機 群 の 割 り 当 て を 設 定 し 、 各 ユ ー
ザ か ら の 処 理 要 求 パ ケ ッ ト を 分 割 投 入 し 、
　 各 ユ ー ザ に 割 り 当 て ら れ た 計 算 機 群 の 負 荷 状 態 を モ ニ タ し て 、 あ る ユ ー ザ に 割 り 当 て た
計 算 機 群 の 負 荷 が 前 記 閾 値 よ り も 高 く 、 該 ユ ー ザ に 割 り 当 て た 計 算 機 群 の 計 算 機 数 が 前 記
サ ー ビ ス レ ベ ル 条 件 の 計 算 機 数 の 上 限 値 よ り 小 さ く 、 か つ 空 き 計 算 機 が 前 記 計 算 機 シ ス テ
ム に 存 在 し て い れ ば 該 ユ ー ザ に 計 算 機 を 追 加 割 り 当 て す る こ と を 特 徴 と す る 計 算 機 資 源 分
割 方 法 。
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